
 

 

 

 

  

 

 

今朝、交通指導をしていると、４年生の葵さんが、「校長先生、さっきパトカーに乗

ったおまわりさんが、マイクを使って私に『おはようございます！』って言ってくれました。

こんなの初めてで超うれしかったです。」と、興奮気味に教えてくれました。少しして、

3年生の考士郎さんも、「校長先生、パトカーから『おはようございます』って言ってもら

ったで！それで、ぼくは、こうやって敬礼しました。ぼくも将来あんな警察官になりたくなりました。」と、こ

れまた喜びに満ちた表情で熱く語ってくれました。 

今日は 20日！０「ゼロ」の付く日なので、交通安全指導で巡回してくださっていたパトカーと

遭遇した子どもたちが多かったようです。そのパトカーからマイクであいさつされたことが本当に

うれしかったようで、朝から子どもたちの高揚感がすごかったです。「おはようございます」の一

言の威力を目の当たりにした朝でした。 

今朝のおまわりさんのように、地域や家庭や学校の中で、大人が子どもたちにお手本を示してい

けたら素敵ですね。 

 

 

 

子どもたちが生き生きと安心して学校生活を送るた

めのお手伝いをしてくださる SC（スクールカウンセ

ラー）の先生をお迎えしました。 

お名前：久保
く ぼ

 絢子
あ や こ

先生 

勤務時間： ９：００～１６：４５ 

来校日予定日 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３ な な さ と 
○な るほど ○な っとく ○さ あ ○と りくむぞ！やって伸びる七里っ子！ 

R５．４．20 
第５号 
文責：校長 川添 

七里小学校 

◆5月 9日（火）  ◆5月 30日（火） 

◆6月 13日（火） ◆6月 27日（火） 

◆7月 4日（火）  ◆7月 18日（火） 

◆9月 5日（火）  ◆9月 19日（火） 

◆10月 3日（火） ◆10月 24日（火） 

◆11月 7日（火） ◆11月 21日（火） 

◆12月 5日（火） ◆12月 19日（火） 

◆1月 9日（火）  ◆1月 23日（火） 

◆2月 6日（火）  ◆2月 20日（火） 

◆3月 12日（火） 

保護者の皆様からの相談もお受けして

います！「性格や行動で気になるこ

と」「発達のこと」「学校に行きたが

らない」「勉強についていくのが大

変」「友だち関係のこと」など、お子

さんのことで心配なことや気になるこ

とがありましたら、どんなことでも気

軽にご相談ください。 

SCさんに相談をしてみたい（お話を聴いてみたい）場合は、担任か養護教諭の朝比奈の方にご連
絡ください。日程調整をさせていただきます。 

保健室前の PC室を SC相談室とし
て利用できるようにしました。 



 

 

 以前お知らせしましたように、今年度から給食時に配膳される牛乳が、ビンから紙パックに変わ

りました。毎朝、配達業者さんが届けてくれた牛乳は、学級ごとの容器に分けて、給食時まで冷蔵

庫で保管しています。 

 その仕分け作業を今年度は、ひまわり学級の陸斗さんが担当してくれています。毎朝、8時半過

ぎに手指消毒をして作業開始です。牛乳パックを一つずつ容器に分けて、しっかり両手で持って冷

蔵庫まで運びます。 

学年が一つ上がって、どの教室でも新た

なチャレンジが始まっています。陸斗さん

にとっては、この牛乳の仕分け係が新たな

チャレンジです。周りから「ありがとう！」と言われるたびに、きっと「ぼくがしていることは、周り

の人をうれしくさせているんだなあ。」と感じ始めているのではないでしょうか？ 

入学や進級は、子どもたちに新たな役割を持たせたり、自分でできることを増やしたりする絶好

のチャンスです。その時、「ありがとう！」「うれしいな！」という言葉をシャワーのようにかけ

てあげたいですね。きっと子どもたちの心の中に自己有用感が育っていくはずです。 

 

 

【各学年の参観授業教科】 

1年：国語（ひらがな） 
2年：国語 
3年：理科 
4年：社会 
5年：算数 
6年：理科（理科室で！） 

日程 

１３：１５～１４：００ 授業参観 

１４：００～１４：４０ 学級懇談 

１４：４５～１５：４５ PTA総会（体育館） 

１５：４５～１６：４５ 個人面談（２～6年希

望家庭） 

 保護者のみな様へ 
 参観日を、お子さんのがんばりや成長を見

つけて喜ぶ日にしましょう。 

 「自分ががんばったら、お家の方がこん

なに喜んでくれるんだ！」と分かると、子

どもたちのやる気パワーがアップすること

間違いなしです。子どもたちは、自分のこ

とで親が喜んでくれることが一番うれしい

し、幸せなのです。 

その際、他のお子さんと比較するのでは

なく、お子さん自身の以前の姿と今の姿を

比べてやってください。例えば、昨年度ま

でなかなか手を挙げなかったお子さんが手

を挙げていたら、そのことを喜んでやって

ください。答えが合っていたとか間違って

いたとか関係ありません。自分の考えを言

おうとしたことが大きな成長なのですか

ら・・・。参観日、お子さんのやる気スイッチ

をぜひ押してやってください。 


